
職 場 体 験 で も 実 習 で も 、 ボ ラ ン テ ィ ア で も な く 、

高 校 生 が 福 祉 施 設 で ＂ た だ 、 そ こ に い る ＂ 時 間 を 過 ご す 、

「 福 祉 施 設 に 滞 在 す る B e i n gT h i n k i n gTo u r 」 。

２ ０ ２ ４ 年 度 に 中 野 区 の 障 害 者 支 援 施 設 を 舞 台 に 始 ま っ た ツ ア ー は

今 年 度 は 「 次 世 代 に 福 祉 施 設 を ひ ら い て い く プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 一 環 と し て 、

東 久 留 米 と 日 野 で そ れ ぞ れ 開 催 し て い ま す 。

特 別 な プ ロ グ ラ ム を 準 備 す る の で も な く 、

施 設 の 日 常 に 高 校 生 が 入 っ て 過 ご す ２ 日 間 。

限 ら れ た 時 間 に も か か わ ら ず 、

高 校 生 の 「 福 祉 」 や 「 施 設 」 へ の イ メ ー ジ が 変 化 し た り 、

そ れ ぞ れ の 価 値 観 や 常 識 が 揺 ら ぐ き っ か け に な っ た り 。

同 じ よ う に 何 気 な い 高 校 生 の 言 動 か ら 、

ツ ア ー を 受 け 入 れ た 施 設 や 職 員 が

無 意 識 に し て い た 利 用 者 と の 関 わ り や 取 組 み に つ い て 考 え さ せ ら れ た り 、

自 分 の 仕 事 や 福 祉 に つ い て 見 つ め 直 す 機 会 に な っ た り 。

居 合 わ せ た 人 そ れ ぞ れ が 変 容 し て い く 滞 在 ツ ア ー 。

「 た だ 、 そ こ に い る 」 と い う キ ー ワ ー ド で 、

高 校 生 に 施 設 を ひ ら く こ と で 何 が 生 ま れ る の か — 。

タ イ パ 、 コ ス パ が 優 先 さ れ る A I 時 代 に

社 会 福 祉 法 人 だ か ら こ そ 高 校 生 に 、 そ し て 社 会 に 生 み 出 せ る も の と は — 。

今 年 度 実 施 し た 滞 在 ツ ア ー を 関 係 者 と ふ り か え り な が ら 、

み ん な で 探 し て み る 時 間 を 過 ご し て み ま せ ん か ？
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日 　 程  2 0 2 6 年 ３ 月 ６ 日 （ 金 ） 1 4 ： 3 0 ～ 1 7 ： 0 0
       （ 受 付 開 始 ： 1 4 : 0 0 ～ ）
会 　 場  セ ン ト ラ ル プ ラ ザ 飯 田 橋 1 2 階 会 議 室
       （ 新 宿 区 神 楽 河 岸 1 － 1 ）
参 加 費  無 料
対   象  福 祉 施 設 ・ 事 業 所 、 区 市 町 村 社 協 、
       行 政 職 員 な ど
定   員  6 0 名

2 0 2 4 年 の
滞 在 ツ ア ー 動 画

申込はこちら→

締切：3月2日(月)

ただ、そこにいる



＜研修会事務局＞
東京都地域公益活動推進協議会 事務局
社会福祉法人東京都社会福祉協議会　福祉部　経営支援担当
電話番号：03-3268-7192/E-mail：tky-koueki@tcsw.tvac.or.jp

「ただ、そこにいる」を知る

トークセッション
「＂滞在＂をキーワードに高校生に施設をひらくことで生まれるもの」

登壇者
   -小松理虔さん/ ヘキレキ舎代表 （滞在ツアーin東久留米コンダクター）
   -青木　彬さん/一般社団法人藝と（滞在ツアーin日野コンダクター）
　-加藤   甫さん/写真家 （滞在ツアーin東久留米・日野での滞在を撮影）  
   -ふくひらプロジェクト Beらぼ*メンバー
     都内高校教諭、区市町村社協職員、受入れ施設等福祉関係者

東久留米、日野それぞれで開催された滞在ツアーはどんな様子だったのか。
参加した高校生たちは「ただ、いる」ことを通じて何を感じ、どんな時間になったのか。
滞在ツアーを受け入れた施設にとってはいったいどんな時間であったのか。
「ただ、いる」×「福祉施設」×「高校生」によって生み出されるものとは—。

それぞれの話を聞いて、どんなことを感じたのか。
「ただ、そこにいる」をキーワードに、福祉施設を高校生にひらくことはどんな意味を持つのか。
自分の施設や地域だったら、こんな滞在ツアーができるかも...？
居合わせた人たちといっしょにその可能性を模索してみる。

「ただ、そこにいる」を考える

*次世代に福祉施設をひらいていく（ふくひら）プロジェクトとは

2025年度からはじまった「次世代に福祉施設をひらいていくプロジェクト（通称：ふくひらプロジェクト）は、
高校生に向けて、「滞在」をキーワードに福祉施設をひらくことについて、多様な関係者による推進会議（通称：Beらぼ）を
設置したり、滞在ツアーを実践したりしながら、この企画の本質や価値、可能性について発信しながら、各地域や施設で取組
みが少しずつ広がることをめざしている。
Beらぼには福祉関係者のほか、区市町村社協、都内高校教諭、アート関係者、地域活動家など、
多様な立場の関係者が参加し、企画について考え続けている。

グループワーク
「＂滞在＂がひらく福祉の可能性を探る」

研修当日の内容

東京都地域公益活動
推進協議会 HP


